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Abstract
　　While agent simulation has been used to investigate evacuation scenarios, evacuation 
speed of frail elderly has not been fully studied yet. Therefore, in order to obtain the evacuation 
speed of the frail elderly we recorded videos of evacuation drills held in a group home with 
care. We analyzed evacuation steps in detail through the videos and acquired the evacuation 
speed of the frail elderly. We also simulated the evacuation drills with an agent model using 
the observed data. In the simulation result, the evacuation completion time was about 10% 
faster than the measured time of the evacuation drills. The difference in evacuation completion 
time can be explained considering the time taken for “unplanned behavior” of caregivers such 
as stopping to think about the next action.
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要介護 2 50分以上70分未満 立ち上がりや歩行などが自力で困難。排泄，入浴などで一部または全体の介助が必要。
要介護 3 70分以上90分未満 立ち上がりや歩行などが自力ではできない。排泄，入浴，衣服の着脱などで全体の介助が必要。
要介護 4 90分以上110分未満 排泄，入浴，衣服の着脱など日常生活に全面的介助が必要。
要介護 5 110分以上 意思の伝達が困難。生活全般について全面的介助が必要。








































る。グループホーム Aは 2 単位ユニットから成
り，入居者18名で要介護度の内訳は要介護 1が 2


















要介護 1 が 1 名， 2 が 3 名（うち 1 名車いす），








　 2 回目の避難訓練（以下，訓練 2）では，要介
護者 7名と介護スタッフ 3名が参加した。訓練 1
と同様に全員が認知症を患い，要介護度は，要介
護 1 が 2 名， 2 が 3 名， 3 が 1 名（車いす）， 4




















































図 3  本研究で得られた要介護度別の手引き歩
行速度。













































回数 速度（m/s） 回数 速度（m/s）
歩行 20 0.43±0.19 25 1.32±0.10
車いす移動 18 1.05±0.28 25 0.92±0.19
スロープを歩行で下る 3 0.31±0.04 25 1.19±0.06
スロープを車いすに乗って下る 5 0.63±0.17 － －




回数 所要時間（s） 回数 所要時間（s）
ベッドから立ち上がる 4   33.1±15.0 25 2.8±0.5
ベッドから車いすに座る 3 34.7±9.0 25 4.7±0.8
車いすの動き出し 30   5.0±0.9 － －
立位から乗車 5   18.9±12.9 25 5.0±1.1
車いす着席状態から立ち上がって車に乗車 4   29.2±10.8 25 4.7±0.6
車いすのままリフトで車に乗車 5 80.5±2.9 － －
車から降車 10   41.0±21.8 25 4.0±0.8
車いすのままリフトで車から降車 5 40.8±2.1 － －
















いては，図 3を参考にして，要介護 1が0.6 m/s， 






















シミュレーション結果を図 4に訓練 2 のシミュ
レーション結果を図 5に示す。避難開始から完了
までの時間は，訓練 1では 8分42秒，訓練 2では
12分00秒と，実際の訓練で計測された時間よりや






















































































図 6  （a）訓練 1と（b）訓練 2の避難訓練の主要介護スタッフの行動。黄
色の部分がシミュレーションには組み込んでいない予定になかった
行動。
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要　　旨
　健常者よりも運動能力が劣る要介護者が迅速に避難できるように準備することは，要介護者
の命を救うだけでなく，介護スタッフの命を守ることにも繋がる。しかし，現状では要介護者
の避難行動速度すら十分に調査されておらず，要介護者の避難を検討する上での情報が不足し
ている。そこで，本研究では要介護者の避難訓練の様子を撮影し，歩行速度をはじめとする避
難行動速度を詳細に調査した。その結果，すべての行動が健常者よりも遅いが，階段の上りと
車からの降車が特に時間を要することがわかった。さらに，得られた行動速度を入力にして，エー
ジェントモデルで避難訓練をシミュレートしたところ，シミュレーションの方が 1割程度早く
避難が完了する結果となった。しかしながら，この避難完了時間の違いは，介護スタッフの行
動の中の「シミュレーションに考慮されていない行動」に掛かる時間を考慮することでほぼ解消
した。
